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これに難色を示すからだ，と報告した。[Brouardel et Mosny, 1903, p15]
次いでまたもイギリスのニューショームがイギリスの事情を報告する。




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































を挙げるのを差し控える。[Calmette, 1901: Lavarenne, 1901: Calmette, 1909]






























取り組み，ついにその弱毒化に成功し，かの BCG (Bacille tuberculeux bilié






























































































































[Congrès de Bruxelles, Discussion, p421]
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病院 Asile Dollfus を開き，スイスやフランス東部の瘰癧性の子どもらを療
養させた。１８８２年から１９０２年までに延べ７９２人の子どもが療養したが，４０％
が脊椎カリエスを病んでいた。中には膿を出すほどに症状の進んだ子どもも
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